
No,294  Autumn.2022

N
o
.2
9
4
 A
u
tu
m
n
 2
0
2
2

1



特別寄稿
洋上風力発電の概要～後編～
長崎大学　海洋未来イノベーション機構　コーディネーター　織田 洋一

1

受章にあたって
ダイハツディーゼル株式会社　木下 茂樹 / 株式会社カシワテック　山下 義郎 / 
株式会社寺本鉄工所　寺本 吉孝 

23

舶用業界レジェンドからのお便り
当会顧問・元副会長 松井 正昭 様 （株式会社 マツイ 名誉会長） 25
調査報告
令和４年度 当会実施事業に関するアンケート調査の結果について 27
海外駐在員レポート
ジェトロシンガポール事務所　舶用機械部 / ジェトロ香港事務所　舶用機械部 / 
ジェトロヒューストン事務所　舶用機械部

34

NEWS
令和4年度 プレゼンテーション英語講座を開催 / 関西海事教育アライアンスにおいて「舶用工業
講義」を開講 / 令和４年度ビジネス英語初級講座をオンラインにて実施 / 第2回 人材養成検討
ワークショップを実施 / 神戸大学において令和4年度舶用工業講義を実施 / Nor Fishing2022
展示会に参加 / Danish Maritimeと協力協定（MOU）を締結 / （一社）日本舶用工業会/（一財）次
世代環境船舶開発センター共催 第5回「GHG ゼロエミッション新燃料ワークショップ」を開催 / 
第30回舶用技術フォーラムをライブ配信で開催 / SMMハンブルク2022展示会への参加結果に
ついて /

47

行政だより 64
JSMEA 舶用工業の技術力
BEMAC株式会社 / ヤンマーパワーテクノロジー株式会社 / 日東化成工業株式会社 / ダイハツ
ディーゼル株式会社 / 株式会社ジャパンエンジンコーポレーション

69

会員だより 72
INFORMATION（７月～９月）
会員の動向 / 委員会等開催状況 / 訃報 74

業務委託終了のお知らせ 75
編集後記 75

C O N T E N T S HAKU  No.294

舶用工業  “舶” No.294 Autumn 2022
発行日 ・ 2022年10月1日
発行 ・ 一般社団法人 日本舶用工業会
〒105-0001 東京都港区虎ノ門１丁目１３番３号  虎ノ門東洋共同ビル５階
Tel.（03）3502-2041　Fax.（03）3591-2206　E-mail:info@jsmea.or.jp
制作／印刷 ・ 株式会社 創美

舶2022秋_目次_表2_再.indd   1 2022/09/29   18:20

HAKU No.294 Autumn 2022 ・75

近畿舶用工業会への業務委託終了について

　平成19年3月末に当会・大阪事務所を閉鎖し、同事務所が行っていた業務を近畿舶用工業会に委託してお
りましたが、令和4年7月末に近畿舶用工業会への業務委託を終了いたしました。
　今後、委託しておりました業務は当会事務局にて行います。会員企業をはじめ関係の皆様にご不便がかか
らぬよう努力する所存でございますので、何卒ご理解とご協力の程お願い申し上げます。
　詳細につきましては、下記までお問い合わせをお願いいたします。

問合せ先：一般社団法人　日本舶用工業会 / 総務部
TEL 03-3502-2041

【業務委託終了のお知らせ】

編　集　後　記編　集　後　記
◇ 3年ぶりに日本での生活に戻りました。

COVID-19という感染症により、諸外国では「コロナが未来を持ってきた。」と言う方もいました。
一方我が国は生活の一部にITを組み込む状況は世界に周回遅れをとり、戦争によるエネルギーこの高騰に加えて円安になる等
舶用産業も影響を受けている状況化、正しく物事に疑問を持ち、見極めて業務に取り組みたいと思います。またどうぞよろしく
お願い致します。（石田）

◇ 10年くらい前のことですが、その頃、ポートセールスに関わっていたことと、単身赴任で自由が利いたこともあって、博多港から
上海、済州島を5日間で巡るクルーズ船に２回ほど乗ったことがあります。船内では常にどこかで催し物があったり、客を楽し
ませる仕掛けもあったりと色々と工夫されていて、別世界にいる様な気分を味わいながら船旅を楽しむことができました。それ
以来、思い出してHPでクルーズ船の入港情報を見たりすることがありますが、最近は寂しい限りの状況で、早くコロナ禍が過ぎ
去って、数多くのいろんなクルーズ船が日本各地の港に入港するような以前の活況が戻って来て欲しいと願っています。（市川）

◇ 4月に国交省からの出向で業務部長となりました。家庭菜園をしていますが、昔にはなかったような暑い日が続きました。これ
からはいままでは育たなかった熱帯の野菜などもチャレンジできるのではと思っています。暑い暑いと環境の変化を悲観する
のではなく、視点を変えて今までなかったニーズをつかむことが、チャンスにつながるのかなと思います。よろしくお願いいた
します。（中橋）

◇ JSMEAにお世話になり早３年半余、当初はオフショアー原油・ガスマーケットへの会員企業様の参入に関するアドバイスが
ミッションであったが、コロナパンデミックもあり原油価格は上がらずマーケットは低迷。その後ロシアのウクライナへの侵
攻、オペック＋の増産抑制もあり原油価格は100ドル/バレルを超える高騰によりマーケットは徐々に回復はしているものの
OSV、RIGなど2014年前後の過剰建造船の再稼働により、新造につながっていない。一方、世界的なカーボンニュートラルの動
きから洋上風力発電が日本でも政府主導で急拡大の動きとなっており弊会でもWindfarm Vessel WGを本年度立ち上げた。こ
れまで日本舶用工業のオフショアマーケットに進出出来ない理由に日本近海に有力な原油ガス田が無いのが挙げられたが、洋
上風力、特に浮体式風力発電のマーケットには会員企業様と協力参入を図りたいと考える。（福井）
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